
　 
第
一
章
　
知
る

　
　
　
　
　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
を
知
る
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一
　
道
徳
教
育
の
歴
史

　
戦
前
の
教
育
に
お
い
て
は
、「
修
身
科
」
が
道
徳
教
育
を
行
う
重
要
な
教
科
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

教
科
書
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
に
「
修
身
科
」
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
後

の
昭
和
三
十
三
年
に
「
道
徳
の
時
間
」
を
特
設
し
、
小
・
中
学
校
で
週
一
時
間
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
文
部
省
は
戦
前
の
「
修
身
科
」
の
復
活
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、「
教
科
書
は
作
ら

な
い
」、「
評
定
を
行
わ
な
い
」、「
免
許
状
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
青
少
年
の
問
題
行
動
を
背
景
に
、
平
成
十
二
年
の
「
教
育
改
革
国
民
会
議
」
で
は
、

小
学
校
に
「
道
徳
」、
中
学
校
に
「
人
間
科
」、
高
等
学
校
に
「
人
生
科
」
な
ど
の
教
科
を
設
け
る
こ
と
を

提
言
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
平
成
十
九
年
の
「
教
育
再
生
会
議
」
で
は
、「
徳
育
を
従
来
の
教
科
と
は
異

な
る
新
た
な
教
科
と
位
置
付
け
る
」
こ
と
を
提
言
す
る
な
ど
、
道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

幾
度
か
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
人
と
し
て
あ
る
べ
き
心
を
教
え
、
評
価
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
」
等
の
議
論
が
起
こ
り
、
結
論
の
出
な
い
ま
ま
教
科
化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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し
か
し
な
が
ら
今
日
、
再
び
い
じ
め
や
規
範
意
識
の
問
題
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
中
、「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
に
お
い
て
、
一
般
に
言
わ
れ
る
「
教
科
」
の
定
義
で
は
な
く
、
新
た

な
枠
組
み
に
よ
り
教
科
化
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、
道
徳
の
教
科
化

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
付
の
通
知
に
お
い
て
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平

成
二
十
六
年
十
月
）
の
「
特
定
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
た
り
、
主
体
性
を
も
た
ず
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行

動
す
る
よ
う
指
導
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
道
徳
教
育
が
目
指
す
方
向
の
対
極
に
あ
る
も
の
」
の
一
文
を
引

用
し
、
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
の
考
え
方
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。
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二
　
教
科
化
の
背
景

　
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
が
創
設
さ
れ
た
最
も
大
き
な

背
景
に
は
、
い
じ
め
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
き
っ
か
け
と
し
、
道
徳
教
育
の
大
切
さ
が

強
調
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
二
月
に
い
じ
め
の
問
題
な
ど

へ
の
対
応
策
を
ま
と
め
た
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
の
提

言
の
中
で
道
徳
の
教
科
化
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
の
実
施
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。（
下
記
参
照
）

　
特
に
道
徳
の
時
間
の
指
導
に
つ
い
て
は
、「
学
校
や
教

員
に
よ
っ
て
指
導
の
格
差
が
大
き
く
、
不
十
分
な
状
況

に
あ
る
」（
平
成
二
十
六
年
十
月
　
中
央
教
育
審
議
会
答

10.5

2.7

20.9

55.8

11

42.2

33.4

12.9

4.2

9.3

61

14

38.9

20.7

0 10 20 30 40 50 60 70（%）

１　適切な教材の入手

２　効果的な指導方法

３　地域・保護者の協力

４　指導の効果の把握

５　十分な指導時間の確保

６　その他

７　特になし

「貴校において、平成 26年度の道徳教育を実施した上での
課題としてどのようなことが考えられますか」（複数回答）

「道徳教育実施状況調査（東京都の結果）」（平成27年５月　文部科学省）

小学校

中学校

都内公立小学校 1251 校、都内公立中学校 602 校
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申
）
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
文
部
科
学
省
は
、
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
、
従
来
の
「
道

徳
の
時
間
」
の
指
導
の
質
的
な
転
換
を
求
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
教
材
を
読
む
道
徳
」
か
ら
「
考
え

る
道
徳
」、「
議
論
す
る
道
徳
」
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
適
切
な
教
材
の
入
手
が
難
し
い
」

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
教
科
化
に
よ
っ
て
、
全
て
の
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
文
部
科
学
省
の
検

定
を
経
た
教
科
書
を
使
う
こ
と
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

※
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
と
「
教
科
」
と
の
違
い

教
員
免
許

教
科
書

評
　
価

特
別
の
教
科

道
　
徳

専
門
の
免
許
は
設
け
な
い

原
則
学
級
担
任
が
担
当

あ
り

数
値
に
よ
る
評
価
は

行
わ
な
い

教
　
科

中
学
校
・
高
等
学
校
で
は

各
教
科
の
免
許
が
必
要

あ
り

数
値
等
で
行
う
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三
　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
の
概
要

（
一
）
目
　
標

　
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
解
説「
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
」（
平
成
二
十
七
年
七
月
）に
は
、

目
標
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
小
学
校
】�「
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
自
己
を

見
つ
め
、
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る

学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。」

【
中
学
校
】�「
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
自
己
を

見
つ
め
、
物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ

い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を

育
て
る
。」
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（
二
）
改
訂
の
要
点

　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
は
、
従
前
の
道
徳
の
時
間
に
お
け
る
目
標
や
内
容
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
こ

と
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
目
標
に
つ
い
て

・
従
前
の
「
各
教
科
と
の
密
接
な
関
連
」
や
「
計
画
的
、発
展
的
な
指
導
に
よ
る
補
充
、深
化
、統
合
」

は
、「
第
３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に
整
理
し
た
上
で
、
目
標
の
表
現
を
全
面
的

に
改
め
た
。

・
学
習
活
動
を
具
体
化
し
て
「
考
え
を
深
め
る
学
習
」
と
改
め
た
。

・
従
前
の
「
道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
具
体
的
に
「
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意

欲
と
態
度
を
育
て
る
」
と
改
め
た
。
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②
　
内
容
に
つ
い
て

・
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
内
容
の
体
系
性
を
高
め
る
よ
う
に
し
た
。

・
構
成
や
ね
ら
い
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
。

・
内
容
項
目
の
四
つ
の
視
点
を
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
の
対
象
の
広
が
り
に
即
し
て
整
理
し
、
順
序
を

改
め
た
。
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（
三
）　
内
容
項
目
の
指
導
の
観
点
（
一
覧
表
）

　
各
学
年
に
お
け
る
内
容
項
目
の
指
導
の
観
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
（
19
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）�

よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
と
の
区
別
を
し
、
よ
い
と
思
う
こ
と
を
進
ん
で
行
う
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）�

う
そ
を
つ
い
た
り
ご
ま
か
し
を
し
た
り
し
な
い
で
、
素
直
に
伸
び
伸
び
と
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
、
物
や
金
銭
を
大
切
に
し
、
身
の
回
り
を
整
え
、
わ
が
ま
ま
を
し
な

い
で
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
に
気
付
く
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）
自
分
の
や
る
べ
き
勉
強
や
仕
事
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
。

真
理
の
探
究

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
６
）
身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
、
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
７
）
家
族
な
ど
日
頃
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
々
に
感
謝
す
る
こ
と
。
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礼
儀

（
８
）�

気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
、
言
葉
遣
い
、
動
作
な
ど
に
心
掛
け
て
、
明
る
く
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
９
）
友
達
と
仲
よ
く
し
、
助
け
合
う
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
10
）
約
束
や
き
ま
り
を
守
り
、
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
11
）
自
分
の
好
き
嫌
い
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
接
す
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
12
）
働
く
こ
と
の
よ
さ
を
知
り
、
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
13
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
進
ん
で
家
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
、
家
族
の
役
に
立
つ
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
14
）�

先
生
を
敬
愛
し
、
学
校
の
人
々
に
親
し
ん
で
、
学
級
や
学
校
の
生
活
を
楽
し
く
す
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
15
）
我
が
国
や
郷
土
の
文
化
と
生
活
に
親
し
み
、
愛
着
を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
16
）
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
む
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
17
）
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
18
）
身
近
な
自
然
に
親
し
み
、
動
植
物
に
優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
19
）
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
す
が
す
が
し
い
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
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小
学
校
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
（
20
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
正
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
自
信
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
過
ち
は
素
直
に
改
め
、
正
直
に
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
安
全
に
気
を
付
け
、
よ
く
考
え
て
行
動
し
、
節
度
の
あ

る
生
活
を
す
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
に
気
付
き
、
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
強
い
意
志
を
も
ち
、
粘
り
強
く
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
６
）
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
進
ん
で
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
７
）�

家
族
な
ど
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
や
現
在
の
生
活
を
築
い
て
く
れ
た
高
齢
者
に
、
尊

敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

礼
儀

（
８
）�

礼
儀
の
大
切
さ
を
知
り
、
誰
に
対
し
て
も
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
９
）
友
達
と
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
、
助
け
合
う
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
10
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
と
異
な
る

意
見
も
大
切
に
す
る
こ
と
。
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Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
11
）
約
束
や
社
会
の
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
12
）
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
を
せ
ず
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
す
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
13
）
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
進
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
17
）
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
み
、
関
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
18
）
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
生
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
19
）�

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
不
思
議
さ
を
感
じ
取
り
、
自
然
や
動
植
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
20
）
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
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小
学
校
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
由
を
大
切
に
し
、
自
律
的
に
判
断
し
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
誠
実
に
、
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

安
全
に
気
を
付
け
る
こ
と
や
、生
活
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、自
分
の
生
活
を
見
直
し
、

節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
を
知
っ
て
、
短
所
を
改
め
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

よ
り
高
い
目
標
を
立
て
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物

事
を
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

（
６
）
真
理
を
大
切
に
し
、
物
事
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
７
）�
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
８
）�

日
々
の
生
活
が
家
族
や
過
去
か
ら
の
多
く
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
。

礼
儀

（
９
）
時
と
場
を
わ
き
ま
え
て
、
礼
儀
正
し
く
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
10
）�

友
達
と
互
い
に
信
頼
し
、
学
び
合
っ
て
友
情
を
深
め
、
異
性
に
つ
い
て
も
理
解
し
な
が
ら
、
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
11
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
謙
虚
な
心
を
も
ち
、
広
い
心
で
自
分
と
異

な
る
意
見
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
。
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Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
12
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
た
上
で
進
ん
で
そ
れ
ら
を
守
り
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、

義
務
を
果
た
す
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
13
）�

誰
に
対
し
て
も
差
別
を
す
る
こ
と
や
偏
見
を
も
つ
こ
と
な
く
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
し
、

正
義
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
14
）�

働
く
こ
と
や
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
、

公
共
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
15
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
幸
せ
を
求
め
て
、
進
ん
で
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
16
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
様
々
な
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
集
団
生
活
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
先
人
の
努
力
を
知
り
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
18
）�
他
国
の
人
々
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
際
親
善
に
努
め

る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
が
多
く
の
生
命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
偉
大
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
や
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念

を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
理
解
し
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
。
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中
学
校
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
判
断
し
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
２
）�

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
、
安
全

で
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
。

向
上
心
、
個
性
の
伸
長

（
３
）�

自
己
を
見
つ
め
、自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志�

（
４
）�

よ
り
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
や
失
敗
を
乗
り
越
え
て

着
実
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
。

真
理
の
探
究
、
創
造

（
５
）�

真
実
を
大
切
に
し
、
真
理
を
探
究
し
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
努
め
る
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

思
い
や
り
、
感
謝

（
６
）�

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
と
と
も
に
、家
族
な
ど
の
支
え
や
多
く
の
人
々
の
善
意
に
よ
り
日
々

の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
進
ん
で
そ
れ
に
応
え
、
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
る
こ
と
。

礼
儀

（
７
）�
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
８
）�

友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
、互
い
に
励
ま
し
合
い
、高
め
合
う
と
と
も
に
、

異
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
や
葛
藤
も
経
験
し
な
が
ら
人
間
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
９
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
謙
虚
に
他
に
学
び
、
自
ら
を
高
め
て

い
く
こ
と
。

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

遵
法
精
神
、
公
徳
心

（
10
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
し
て
、
規
律
あ
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。
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公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
11
）�

正
義
と
公
正
さ
を
重
ん
じ
、
誰
に
対
し
て
も
公
平
に
接
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る

こ
と
。

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

（
12
）�

社
会
参
画
の
意
識
と
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
公
共
の
精
神
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め

る
こ
と
。

勤
労

（
13
）�

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
勤
労
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

教
師
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ

い
校
風
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
様
々
な
集
団
の
意
義
や
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
集

団
生
活
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
社
会
に
尽
く
し
た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
の
念
を
深
め
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
進
ん
で
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

国
を
愛
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
貢
献

（
18
）�
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
世
界
の
平
和

と
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
そ
の
連
続
性
や
有
限
性
な
ど
も
含
め
て
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
尊

重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
崇
高
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
進
ん
で
自
然
の
愛
護
に
努

め
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を

深
め
る
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

人
間
に
は
自
ら
の
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
。
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（
四
）　
評
　
価

　
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
評
価
に
つ
い
て
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平

成
二
十
七
年
七
月
）
に
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を
継
続
的
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す

　
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
道
徳
性
は
、
人
格
の
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
解
説
に
は
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価

は
行
わ
な
い
こ
と
が
特
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
徳
科
の
評
価
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
　
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
こ
と
。

〇
　
他
の
児
童
・
生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か

を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
と
し
て
行
う
こ
と
。
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〇
　
他
の
児
童
・
生
徒
と
比
較
し
て
優
劣
を
決
め
る
よ
う
な
評
価
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。

〇
　
個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
大
く
く
り
な
ま
と
ま
り
を
踏
ま
え
た
評
価
を
行
う
こ
と
。

〇
　
発
達
障
害
等
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の
配
慮
す
べ
き
観
点
等
を
学
校
や
教
員
間
で
共
有
す

る
こ
と
。

〇
　
現
在
の
指
導
要
録
の
書
式
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
」、「
特
別
活
動
の
記

録
」、「
行
動
の
記
録
」
及
び
「
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
な
ど
の
既
存
の
欄
も

含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
総
合
的
に
見
直
す
こ
と
。
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評
価
に
関
す
る
疑
問

　
　
　
　
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

道
徳
科
の
主
な
ね
ら
い
は
道
徳
性
を
養
う
こ
と
で
す
。
道
徳
性
が
養
わ
れ
た
か
否
か
は
、

容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
学
習
活
動

と
し
て
行
う
道
徳
の
時
間
の
指
導
で
は
、
従
来
か
ら
そ
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
は
「
指
導
」
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
道
徳
性
の
評
価
の
基
盤

に
は
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
と
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
よ
る
共
感
的
な
理
解
が

存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
成

長
を
実
感
し
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な

評
価
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
&
A

A
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道
徳
科
の
時
間
で
の
児
童
・
生
徒
の
発
言
や
態
度
で
、
児
童
・
生
徒
の
道
徳
性
を
評
価
す
る

　
　
　
　
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

道
徳
科
の
時
間
は
、
そ
の
性
格
上
、
一
単
位
時
間
の
指
導
だ
け
で
そ
の
成
果
を
評
価
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
教
育
活
動
で
、
一
単
位
時
間
の
指
導
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
教
師
が
次
の
指
導
に
生
か
す
た
め
に
も
大
切
で

す
。
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
手
段
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方

法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
学
習
状
況
を
把
握
す
る
方
法
】

①�

　
児
童
・
生
徒
が
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
話
し
た
り
書
い
た

り
す
る
等
の
表
現
の
様
子

②
　
友
達
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
聞
く
態
度
や
表
情
　
等

A
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道
徳
科
の
時
間
で
、
児
童
・
生
徒
が
「
評
価
」
を
気
に
せ
ず
に
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
に
お
け
る
提
案
の
中
核
を
な
す
質
問
で
す
。
教
師
が
期
待
す
る
正
答

が
あ
る
場
合
は
、
児
童
・
生
徒
が
教
師
の
期
待
す
る
正
答
を
述
べ
る
こ
と
が
到
達
度
目
標
と

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
教
師
が
期
待
し
た
答
え
に
対
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
な
り
の
答
え
を
多
様

に
述
べ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
到
達
度
と
し
て
の
評
価
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道

徳
科
は
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
多
様
な
考
え
を
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
来
は
教
師
が
期
待
す

る
正
答
は
な
く
、
自
由
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
が

他
の
子
供
と
異
な
っ
た
意
見
を
言
う
こ
と
が
は
ば
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
学
級
の
人
間
関
係
の

問
題
で
す
。
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
述
べ
た
り
、
友
達
の
考
え
方
や

感
じ
方
を
聞
い
て
、
様
々
な
表
現
が
で
き
た
り
す
る
の
は
、
日
々
の
学
級
経
営
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
と
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
よ
る
共
感
的
な
理
解
が
、
授
業
の
中
に

A
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存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
児
童
・
生
徒
の
成
長
を
見
守
り
、
努
力
を
認
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
ら
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
言
え
る
よ
う
な

指
導
の
工
夫
が
重
要
で
す
。
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道
徳
科
で
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
の
把
握
と
評
価
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
が

自
分
の
考
え
を
深
め
た
か
ど
う
か
、
自
分
の
考
え
に
自
信
を
も
て
た
か
ど
う
か
を
教
師
が
確

認
す
る
と
と
も
に
、
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
り
、
更
な
る
指
導
に
生
か
す
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
他
の
教
科
等
と
同
様
に
、「
児
童
・
生
徒
自
ら
が
自
分

の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
」
と
「
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
る
こ

と
」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
二
つ
を
振
り
返
る
方
法
と
し

て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
振
り
返
る
方
法
】

①
　�

授
業
中
の
メ
モ
、
児
童
・
生
徒
の
ノ
ー
ト
や
発
言
、
発
言
を
聞

く
周
囲
の
反
応
等
の
記
録
（
録
音
や
録
画
等
）　

②
　�

公
開
授
業
、
研
究
授
業
等
に
よ
る
他
の
教
師
や
保
護
者
等
か
ら

の
評
価
、
板
書
の
写
真
　
等

A



Q5

31

　
　
　
　
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
結
果
を
保
護
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成
二
十
七
年
五
月
）
で
は
、「
現
在
の
指
導
要
録
の
書
式
に
お

け
る
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
』、『
特
別
活
動
の
記
録
』、『
行
動
の
記
録
』
及
び
『
総

合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
』
な
ど
の
既
存
の
欄
も
含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
総
合
的
に

見
直
す
」
と
し
て
い
ま
す
。「
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
」
こ
と
や
「
他
の
児
童
・

生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
と
し
て
行
う
」
こ
と
な
ど
を
学
校
は
十
分
に
踏
ま
え
、
家
庭
や
地
域
に
も

道
徳
科
の
評
価
の
意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
道
徳
科
の
時
間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
つ
い
て
保
護
者
に
伝

え
、
家
庭
で
の
指
導
の
協
力
も
得
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

A
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A

（例）◆教材名「傍観者でいいのか」（中学校第2学年）
〈発問〉「見て見ぬふりをする生徒たち」のように行動
　　　  してしまうのはどうしてだろう。

Bさん

授業
開始時

◆ 注意することで、自分が標的になるのが
怖い。

授業
終了時

◆何もしないのはいけない。
　 何もしないということは、いじめている

人たちと同じことだ。
◆ やっていいこと、悪いこと、やるべきこ

とを正確に判断するべきだ。

・�グループの話合いから、見て見ぬふりをする行
為に対して、一歩踏み出す勇気をもつこと、傍
観者という立場にとどまらず、どのようにした
ら打破できるのか、何をするべきか、というこ
とについて考えようとする記述が見られる。
・�教師は、児童・生徒の道徳的価値がどのよう
に変容したのかを把握することが大切である。

　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て
、
研
究
で
取
り
組
ん
だ
事
例
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
理

解
の
変
容
を
道
徳
科
の
時
間
の
開
始
時
と
終

了
時
に
お
い
て
把
握
す
る
方
法
を
実
践
し
ま

し
た
。
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す

る
手
段
は
、
Ｑ
４
で
述
べ
た
よ
う
に
様
々
あ

り
ま
す
が
、
研
究
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

記
述
」
か
ら
そ
の
変
容
を
把
握
し
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
、
児
童
・
生
徒
も
自
ら
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
教
師
も
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
理
解
し
た
か
ど
う
か
指
導

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
六
十
・
六
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。


